
 

 
新年あけましておめでとうございます。 
 新年あけましておめでとうございます。いよいよ令
和７年が幕を開け、１月８日(水)からは冬休みも明
け、元気な児童生徒たちの声が校内に戻って参りまし
た。休みの間に寒さも厳しくなりましたが、登校初日
から元気に過ごす姿に、新たな一年への希望を感じて
おります。特に９年生にとっては、１月５日(土)から
始まった私立高等学校の入試を控え、緊張感の中で年
末年始を過ごしたことと思います。これまで努力を積
み重ねてきた成果を十分に発揮できるよう、全職員が
引き続き応援してまいります。 
さて、今年度も残すところあと３ヶ月となりました。この一年間で子どもたちは学習や行事

を通して大きく成長してきました。これからは学年の締めくくりとして、それぞれの目標を振
り返りつつ、次のステップへ進む準備を進めていく時期です。全員がさらに飛躍できるよう、
学校としても引き続き支援してまいります。 

 

 

授業参観・保護者会お世話になりました 

 １２月１８日(水)授業参観が行われました。１年生から６年生は
各教室で道徳の授業に取り組み、７年生から９年生は体育館でダ
ンス発表会を開催しました。児童生徒たちは、保護者の方々を迎え
ての授業に、嬉しさと恥ずかしさが入り混じった様子でした。お忙しい
中、たくさんの保護者の皆さまにご来校いただき、誠にありがとうござ
いました。 
 

 

冬季大縄跳大会が開かれました  

１２月１９日(木)、体力向上を目的として、全学年が対
抗形式で参加しました。各学年は1週間をかけて練習し、そ
の成果を大会で競い合いました。１年生から９年生まで、
それぞれが一生懸命に取り組む姿が印象的でした。企画・
運営を担当した体育委員のみなさん、本当にありがとうご
ざいました。特に、６年体育委員さんの活躍がひときわ輝
いていました。 
 

 
中中連携が行われました 

１２月１９日(木)、高林中学校、塩原小中学校、箒根学園の3校
による児童生徒会の連携事業が行われました。各校、後期に実施さ
れた行事の紹介や、来年度の計画について熱心に話し合いが行わ
れました。建設的な意見が飛び交い、来年度も3校による交流活動
がさらに活発に進むことが期待されます。 

 

※学校の様子はホームページよりご覧になれます。 

https://www.nasushiobara-be.ed.jp/ces-houkine/ 
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家庭教育学級『親子クリスマスケーキづくり』 
 １２月２１日（土）ハロープラザで家庭教育学級支援事業
『親子クリスマスケーキづくり』を行いました。年齢関係なく
楽しめるクリスマスケーキづくり。親子で助け合いながら楽し
くデコレーションすることができました。出来上がったケーキ
はお持ち帰りでした。きっと、楽しかった思い出話をしながら
美味しいケーキを家族で召し上がったのではないでしょうか。
ご参加くださった皆さん、ありがとうございました。 

餅つき大会が開かれました 

１月１１日（土）、箒根サポーターズクラブ主催、箒根学園PTA総
務共催によるもちつき大会が開催されました。近年、「杵と臼」を使
った伝統的な餅つきの姿を目にする機会が減少しており、子どもたち
に本物の餅つきを体験してもらいたいという思いから実施しました。 
当日は多くの方々にご参加いただき、子どもたちは餅つき体験を

し、つきたてのお餅を頬張りながら笑顔を見せていました。 
準備をしてくださったサポーターズの皆さん、前日から当日まで本

当にありがとうございました。子どもたちにとって貴重な体験となり
ました。 

スキー教室が行われます 

１月１７日（金）、本校の３年生から６年生を対象に、ハンターマウンテン塩原でスキー教
室が開催されます。保護者の皆様、サポーターズ、そして地域の皆様のご協力をいただき、総
勢40名を超える指導者による充実した指導を実現させていただきます。 
参加する児童の技術レベルは初心者から上級者までさまざまですが、一人ひとりに寄り添った
丁寧な指導をしていただけます。子どもたちは、普段とは異なる環境での体験活動を楽しみに
しており、素晴らしい時間を過ごせることでしょう。 
この場をお借りして、ご協力いただいた皆様に心より感謝申し上げます。  

保護者へのお願い 

近年SNSをめぐるトラブルが各地で問題となっていますが、本校においても、SNSに関して
のトラブルが発生しました。外部機関と連携し対応を行い、幸いにも事件への発展はありま
せんでした。 
SNSは便利なツールである一方、使い方を誤ると大きな問題を引き起こす可能性がありま

す。学校でも引き続き、SNSの安全な利用に関する指導を行いますが、ご家庭においても、
お子様と一緒に使用方法や注意点について話し合っていただけますようお願い申し上げま
す。 


